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本日の内容
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 既存のテキストデータを全文検索システム『ひまわり』にイ
ンポートする方法を紹介

 『ひまわり』 （ver.1.6.8） + MeCab （ver.0.996）

 青空文庫

 日本語諸方言コーパス（ＣＯＪＡＤＳ）

 全体的な流れ
 『ひまわり』の紹介と基本的な使い方

 テキストデータのインポート ＋ 形態素解析
（青空文庫テキストファイル）

 『ひまわり』用データの構造と人手アノテーション

 自動アノテーション（日本語諸方言コーパスＣＳＶデータ）



ツール・資料などの確認
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 『ひまわり』のインストール

 ＭｅＣａｂのインストール

 テキストエディタのインストール

 『日本語話し言葉コーパス』サンプルデータのインス
トール

 当日配布資料

 なお，日本語諸方言コーパス (COJADS) のデータについては，
当日配布資料にサンプルデータを同梱しました



『ひまわり』とは
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 言語研究用の全文検索システム

 指定された文字列を網羅的に検索して，前後文脈付きで結
果を表示します（コンコーダンサ）

 『太陽コーパス』（２０世紀初頭の総合雑誌『太陽』）用の検索
システムとして構築しました

 特徴

 ＸＭＬでタグづけされたコーパスを全文検索できます

 Windows, Mac OS, Linux など，多くのOS上で動作します

 無料です

Ver.1.6 ⇒ 統計的な分析に必要なデータの収集支援機能を強化
（例：総文字数，総単語数）
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『ひまわり』の基本的な使い方



『ひまわり』の起動と『ひまわり』フォルダの確認
（Ｗｉｎｄｏｗｓの場合）
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普段使うとき（64ビット版）
（Windows 専用）
himawari.exe

普段使うとき（32ビット版）
（Windows 専用）
himawari32.exe

汎用
（Windows，Mac，Linux など）
himawari.jar

himawari.exe

himawari32.exe

himawari.jar



『ひまわり』の起動と『ひまわり』フォルダの確認
（ｍａｃＯＳの場合）
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［アプリケーション］→ ［Himawari］→ 
［Contents］→ ［Java］

隠しファイルの表示
［command］+［shift］+ 「.」



コーパスの選択
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 ［ファイル］⇒［コーパス選択］

 「外部DB」

 コーパスファイルに直接記
述していない付与データを
格納

 『青空文庫』サンプルの場合
は，形態素解析結果

 従来どおり，設定ファイル
を『ひまわり』にドロップす
る方法でもOK

選択すると，ウィンドウタイトルに名
前が表示される



検索する
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検索文字列

検索結果

検索総数

検索の実行

「検索文字列」欄では
右クリックで履歴表
示

途中経過の表示



ブラウザでの閲覧
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閲覧したい用例をダブルクリッ
ク

◼閲覧用のブラウザの変更

［ツール］⇒［オプション］⇒ [ブラウザ]

検索キーは，
赤い字で表示



検索結果のソート

 昇順
列タイトルをクリック

 降順
シフトキーを押しながら

列タイトルをクリック

列名を左クリック
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 複数列を考慮したい場合
 優先順位の逆順でソートを実行

例：「話者」ごとに「後文脈」でソート

→ 「後文脈」「話者」の順



検索結果の絞り込み
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 検索時に指定

 検索後に絞り込み 列名を右クリック

絞り込みたい
値を選択
⇒右クリック
⇒フィルタでもＯＫ

「著者」欄が「夏目」
で始まる結果のみに
絞り込まれる



検索結果の頻度集計
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1. 集計したい列を選択

2. 右クリック⇒「統計」

複数の列を
選択することも可

離れた列の選択
• WindowsはCtrlキー
• macOSはcommandキー



形態素解析結果の閲覧
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当該作品の形態素一覧
⇒Shift + ダブルクリック

テキスト
進行方向

この機能は，
外部DB「sd」の資料のみ実行可能
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テキストデータのインポートと
形態素解析結果のアノテーション

（一般利用者向け）



テキストファイルのインポート
ー青空文庫のテキストデータを例にー
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蜘蛛の糸
芥川龍之介

-------------------------------------------------------
【テキスト中に現れる記号について】

《》：ルビ
（例）蓮池《はすいけ》のふち

｜：ルビの付く文字列の始まりを特定する記号
（例）丁度｜地獄《じごく》の底に

［＃］：入力者注 主に外字の説明や、傍点の位置の指定
（数字は、JIS X 0213の面区点番号、または底本のページと行数）

（例）※［＃「特のへん＋廴＋聿」、第3水準1-87-71］
-------------------------------------------------------

［＃８字下げ］一［＃「一」は中見出し］

ある日の事でございます。御釈迦様《おしゃかさま》は極楽の蓮池《はすいけ》のふちを、独りでぶらぶら御歩きに
なっていらっしゃいました。池の中に咲いている蓮《はす》の花は、みんな玉のようにまっ白で、そのまん中にある金色
《きんいろ》の蕊《ずい》からは、何とも云えない好《よ》い匂《におい》が、絶間《たえま》なくあたりへ溢《あふ》れて居り
ます。極楽は丁度朝なのでございましょう。

やがて御釈迦様はその池のふちに御佇《おたたず》みになって、水の面《おもて》を蔽《おお》っている蓮の葉の間から、
ふと下の容子《ようす》を御覧になりました。この極楽の蓮池の下は、丁度｜地獄《じごく》の底に当って居りますから、
水晶《すいしよう》のような水を透き徹して、三途《さんず》の河や針の山の景色が、丁度｜覗《のぞ》き眼鏡《めがね》を
見るように、はっきりと見えるのでございます。

青空文庫の独自タグ
（３種類）

生テキストをインポートする際，
青空文庫のタグは，『ひまわり』用
のタグに変換される（デフォルト）

芥川龍之介： 蜘蛛の糸，青空文庫（テキストファイル版）

配布資料/samples1/Akutagawa_ryunosuke/kumono_ito.txt

https://www.aozora.gr.jp/cards/000879/card92.html


テキストファイルのインポート
ー青空文庫のテキストデータを例にー
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蜘蛛の糸
芥川龍之介

-------------------------------------------------------
【テキスト中に現れる記号について】

《》：ルビ
（例）蓮池《はすいけ》のふち

｜：ルビの付く文字列の始まりを特定する記号
（例）丁度｜地獄《じごく》の底に

［＃］：入力者注 主に外字の説明や、傍点の位置の指定
（数字は、JIS X 0213の面区点番号、または底本のページと行数）

（例）※［＃「特のへん＋廴＋聿」、第3水準1-87-71］
-------------------------------------------------------

［＃８字下げ］一［＃「一」は中見出し］

ある日の事でございます。御釈迦様《おしゃかさま》は極楽の蓮池《はすいけ》のふちを、独りでぶらぶら御歩きに
なっていらっしゃいました。池の中に咲いている蓮《はす》の花は、みんな玉のようにまっ白で、そのまん中にある金色
《きんいろ》の蕊《ずい》からは、何とも云えない好《よ》い匂《におい》が、絶間《たえま》なくあたりへ溢《あふ》れて居り
ます。極楽は丁度朝なのでございましょう。

やがて御釈迦様はその池のふちに御佇《おたたず》みになって、水の面《おもて》を蔽《おお》っている蓮の葉の間から、
ふと下の容子《ようす》を御覧になりました。この極楽の蓮池の下は、丁度｜地獄《じごく》の底に当って居りますから、
水晶《すいしよう》のような水を透き徹して、三途《さんず》の河や針の山の景色が、丁度｜覗《のぞ》き眼鏡《めがね》を
見るように、はっきりと見えるのでございます。

芥川龍之介： 蜘蛛の糸，青空文庫（テキストファイル版）

ルビ，注記は，本文とは区別され，
全文検索の対象外となる 文字列の照合時は，タグは無視

される
（例： 「跳ねて」にも照合）

https://www.aozora.gr.jp/cards/000879/card92.html


インポートの実行
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 sample1フォルダを，起動している『ひまわり』にドラッグ＆ドロップ

 sample1

 akutagawa_ryunosuke

 kumono_ito.txt

 miyazawa_kenji

 yamanashi.txt

 フォルダの情報をインポート時に利用

 フォルダ階層 ⇒ Path 欄

 ファイル名 ⇒ タイトル欄

 ドロップしたフォルダ名がコーパス名になる

 インポート可能なファイル形式（ファイル末尾）
.txt,  .html, .xhtml, .xml

 文字コードは自動判別

 詳細オプション（文字列変換，形態素解析など）

https://www.aozora.gr.jp/cards/000879/card92.html
https://www.aozora.gr.jp/cards/000081/card46605.html


検索例
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• ルビ，注記が変換されているこ
とに注目

• ルビ，注記自体はタグの属性と
して記述されているため，「本
文」検索ではマッチしない

• フォルダとファイルの情報が，そ
れぞれ「Path」「タイトル」欄に表
示される

• 「著者」欄は空欄



インポート時の形態素解析
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• 本日は，「MeCab(IPADIC)」を使用

• 形態素解析システムや辞書は変更可能
（Juman, Juman++／UniDic）

• UniDicの利用については，チュートリアル
を参照のこと

• デフォルトでは，テキスト全体が形態素
解析の対象となる

• 範囲は，「要素／属性／値」で指定（後述）

• 形態素解析結果はテキストデータに直接
アノテーションされない

https://youtu.be/hS4plpw5CG0


インポート時のオプション
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 文字正規化

 ユーザ定義： 半角英数字⇒全角

(.himawari_import_config.xml参照)

 NFKC: Unicodeで規定される正規化

 例： 全角英数字 ⇒ 半角英数字

 例： 半角カタカナ ⇒ 全角カタカナ

 テキスト変換

 resources/htd/aozora.htd

 改行位置に，<br />を挿入

 注記，ルビをタグに変換

 resources/htd/diy.htd

 自作コーパス用

 汎用タグでテキストにタグ付け可能

 XHTMLファイル用スタイルシート

 XMLファイル用スタイルシート

 XHTML, XML用の変換規則

https://csd.ninjal.ac.jp/archives/Resources/himawari_lesson20190727.pdf
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『ひまわり』用データの構造と
人手アノテーション



インポート処理の流れ
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① ＸＭＬファイルへの変換

 ＸＭＬ（Extensible Markup Language）は，マークアップ言語

 ここでは，タグを自由に定義できるＨＴＭＬのようなものだ
と考えてください

② ファイルの統合

 変換したＸＭＬファイルを一つのＸＭＬファイルに統合

③ 形態素解析（オプション）



ＸＭＬタグの基本
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 一定範囲に意味づけ
 「会話」「発話」「ruby」タグ

 特定の位置に意味付け（範囲がない場合）
 「ポーズ」タグ

<会話>

<発話 話者="太郎">こんにちは</発話>
<発話 話者="次郎">おはようございます</発話>
<ポーズ /> 
<発話 話者="三郎"><ruby yomi="タロウ">太郎</ruby>さん，おはようございます</発話>

</会話>

開始タグ

終了タグ

『ひまわり』は検索時，タグを読み飛ばして，文字列照合する

ＨＴＭＬと異なり，自分でタグを定義できる



ファイルの統合
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入力ファイル１

インポート

<コーパス>
<記事>
<テキスト>
（ここに，入力ファイル１の変換結果が置かれる）
</テキスト>
</記事>

<記事>
<テキスト>
（ここに，入力ファイル２の変換結果が置かれる）
</テキスト>
</記事>

<記事>
<テキスト>
（ここに，入力ファイル３の変換結果が置かれる）
</テキスト>
</記事>

： （入力のファイルの分だけ繰り返す）

</コーパス>

入力ファイル２

入力ファイル３

：

corpus.xml



人手でタグ付けしてみる
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 教材の確認

 配布資料/sample2 フォルダ

 配布資料/etc/config_sample2.xml

 配布資料/sample2 フォルダをインポートして下さい

 インポート後，必ず，『ひまわり』を終了してください

F1 まえがきです１
F1 まえがきです２

F1 本文です１
F1 本文です２

太郎 「太郎です。本文です。」
次郎 「次郎です。本文です。」

F2 まえがきです１
F2 まえがきです２

F2 本文です１
F2 本文です２
F2 本文です３ ・メタ文字（半角）&<>

F2 あとがきです１
F2 あとがきです２

file1.txt file2.txt



生成されるファイル（コーパス名sample2の場合）
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『ひまわり』フォルダ

config_sample2.xml

config_sample2.sd.xml

Corporaフォルダ

sample2フォルダ

xsltフォルダ

corpus.xml コーパス本体（ファイルを統合した結果）

corpus.{cix|eix|aix} 全文検索用の索引

corpus.morph.{sax|six} 形態素解析結果検索用の索引

himawari.morph.sdc 形態素解析結果検索用の辞書

sample2コーパス用設定ファイル

sample2コーパス用設定ファイル
（形態素解析結果の検索を含む）

ブラウザ表示用の設定ファイル



エディタで見てみる
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-16"?>
<コーパス名前="sample2" 備考="script:Himawari // source:C:/Users/masaya/Desktop/配布資料/sample2 // date:2021-03-02">
<記事タイトル="file1" 著者="" path="/sample2/file1.txt" 備考="transDataType:テキスト">
<テキスト>
F1 まえがきです１<br />
F1 まえがきです２<br />
<br />
F1 本文です１<br />
F1 本文です２<br />
<br />
<br />
太郎 「太郎です。本文です。」<br />
次郎 「次郎です。本文です。」<br />
</テキスト>
</記事>

<記事タイトル="file2" 著者="" path="/sample2/file2.txt" 備考="transDataType:テキスト">
<テキスト>
F2 まえがきです１<br />
F2 まえがきです２<br />
<br />
F2 本文です１<br />
F2 本文です２<br />
F2 本文です３・メタ文字（半角）＆＜＞<br />
<br />
F2 あとがきです１<br />
F2 あとがきです２<br />
</テキスト>
</記事>
</コーパス>

Corpora/sample2/corpus.xml

文字コードは，UTF-16（Little Endian, BOM付）
改行コードは，LF

タグのメタ文字（&<>）は全角に変換
されることに注意



タグ付けしてみる
（「まえがき」「本文」「あとがき」「行末」「発話」タグ）
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-16"?>
<コーパス名前="sample2" 備考="script:Himawari // source:C:/Temp/tutorial202103/配布資料/samples2 // date:2021-03-01">
<記事タイトル="file1" 著者="" path="/samples1/file1.txt" 備考="transDataType:テキスト">
<テキスト>
<まえがき>
F1 まえがきです１<行末番号="1" /><br />
F1 まえがきです２<行末番号="2" /><br />
</まえがき>
<br />
<本文>
F1 本文です１<br />
F1 本文です２<br />
F1 本文です３<br />
<br />
<br />
<発話話者="太郎">「太郎です。本文です。」</発話><br />
<発話話者="次郎">「次郎です。本文です。」</発話><br />
</本文>
</テキスト>
</記事>

：（中略）
</コーパス>

✓ タグの<>/="は半角

✓ タグの範囲が交差するような記述
は不可
例：<本文><発話> ... </本文></発話>

 タグ付けの体験が目的ですので，全部のタグをつける必要はありません

 編集が終わったら，上書き保存してください

Corpora/sample2/corpus.xml

✓ タグ付け前に『ひまわり』は終了して
ください

✓ miエディタの場合，[編集]→[自動イ
ンデントを一時的に無効にする]



形式の検証（validation）
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 整形式（Well-formed ）のＸＭＬファイルであることを検証

 簡易的な方法ですが，Ｆｉｒｅｆｏｘ，もしくは，ＩＥに corpus.xml 
をドラッグ＆ドロップしてください

検証に成功した場合は，木構造で
表示される



設定ファイルの調整
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 独自に追加したタグは，自分で設定を調整

 配布資料/etc/config_sample2.xml を『ひまわり』フォル
ダにコピー

 なお，インポートするたびに，設定ファイルやcorpus.xmlは自

動生成されるため，人手で作成したファイルはバックアップ
を取っておいてください



設定ファイルの調整
（全文検索対象のタグ用の索引）
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 「まえがき」「本文」「あとがき」

<index_cix>
<li field_name="キー" label="全体" name="テキスト" middle_name="article" type="normal"/>
<li field_name="キー" label="全体(正規表現)" name="テキスト" middle_name="article" type="null"/>
<li field_name="キー" label="まえがきのみ" name="まえがき" middle_name="maegaki" type="normal"/>
<li field_name="キー" label="本文のみ" name="本文" middle_name="honbun" type="normal"/>
<li field_name="キー" label="あとがきのみ" name="あとがき" middle_name="atogaki" type="normal"/>

</index_cix>

config_sample2.xml

 label: 検索メニュー用のラベル

 name:全文検索対象のタグ名

 middle_name: 他の設定値と重複しない文字列

 type: 全文検索の種類

 normal: 通常の全文検索

 null:正規表現を用いた全文検索（検索速度は遅い）

詳細は，「設定ファイルリファレンスマニュアル」参照

https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%A5%EA%A5%D5%A5%A1%A5%EC%A5%F3%A5%B9%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB#gd128a20


設定ファイルの調整
（検索結果の列）
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 行末/@番号，発話/@話者

<!--結果レコードのフィールド定義 -->
<field_setting>

<li align="RIGHT" name="no" type="index" width="30"/>
<li align="RIGHT" attribute="_preceding_context" element="_sys" name="前文脈" sort_direction="R" 

type="preceding_context" width="180"/>
<li attribute="_key" element="_sys" name="キー" sort_order="1" type="key" width="80"/>
<li attribute="_following_context" element="_sys" name="後文脈" sort_order="2" type="following_context" 

width="160"/>
<li attribute="path" element="記事" name="Path" type="argument" width="80"/>
<li attribute="タイトル" element="記事" name="タイトル" type="argument" width="80"/>
<li attribute="著者" element="記事" name="著者" type="argument" width="80"/>

<li attribute="話者" element="発話" name="話者" width="120"/>
<li attribute="番号" element="行末" name="行番号" width="120"/>

</field_setting>

config_sample2.xml

詳細は，「設定ファイルリファレンスマニュアル」参照

 attribute: タグの属性名

 element: タグ名

 name: 検索結果の列名

https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%A5%EA%A5%D5%A5%A1%A5%EC%A5%F3%A5%B9%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB#xb8cadd1


設定ファイルの調整
（検索結果表示用の索引）
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 発話，行末

<!--要素への索引 -->
<index_eix>

<li name="コーパス" middle_name="corpus" is_empty="false" top="true"/>
<li name="記事" middle_name="article" isBrowsed="true" is_empty="false"/>
<li name="発話" middle_name="utterance" is_empty="false"/>
<li name="行末" middle_name="line" is_empty="true"/>

</index_eix>

config_sample2.xml

詳細は，「設定ファイルリファレンスマニュアル」参照

 name: タグ名

 middle_name: 他の設定と重複しない文字列

 is_empty: true→範囲があるタグ，false→範囲のないタグ

検索結果の表示に使うタグは，この設定をしてください

https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%A5%EA%A5%D5%A5%A1%A5%EC%A5%F3%A5%B9%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB#nbdfec70


設定ファイルの調整
（属性検索用の索引）
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 発話/@話者，行末/@番号

<!--要素属性への索引 -->
<index_aix>

<li name="r" argument="rt" isCompleteMatch="true" label="ルビ(rt)完全一致" middle_name="r" field_name="キー"/>
<li name="r" argument="rt" isCompleteMatch="false" label="ルビ(rt)部分一致" middle_name="r2" field_name="キー"/>
<li name="発話" argument="話者" isCompleteMatch="false" label="話者検索" middle_name="r" field_name="キー"/>
<li name="行末" argument="番号" isCompleteMatch="true" label="行番号検索" middle_name="r2" field_name="キー"/>

</index_aix>

config_sample2.xml

詳細は，「設定ファイルリファレンスマニュアル」参照

 name: タグ名

 argument: 検索する属性名

 isCompleteMatch:  true→完全一致検索，false→部分一致検索

 middle_name: 他の設定と重複しない文字列

https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%A5%EA%A5%D5%A5%A1%A5%EC%A5%F3%A5%B9%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB#w1c92f72


索引付け
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 検索の高速化のために必要

 索引付けが必要な場合

 corpus.xmlを変更したとき

 形態素解析をするとき

 設定ファイルで索引の設定を変更したとき

 ［ツール］⇒ ［構築］⇒ ［インデックス生成］
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自動アノテーション
（自動形式変換）



インポート時の自動形式変換
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 背景
 人手でＸＭＬタグを書くのは大変

 青空文庫のような独自タグや，カンマ区切りテキスト（ＣＳＶデー
タ）などをＸＭＬに自動的に変換したい

 『ひまわり』がサポートする変換方法
 正規表現を用いた文字列置換

 本日は，こちらをメインに扱います

 日本語諸方言コーパス（ＣＯＪＡＤＳ）

 ＸＳＬ（Extensible Stylesheet Language）による変換
 ＸＭＬデータを『ひまわり』用のＸＭＬデータに変換する

 『ひまわり』は，青空文庫のＸＨＴＭＬ（＝ＸＭＬ）版用の変換規則を標準
で同梱（ＸＭＬでアノテーションされている情報を自動で取り込める）



『ひまわり』にインポート可能なコーパス
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 日本語諸方言コーパス（ＣＯＪＡＤＳ）のＣＳＶデータ
 正規表現を用いた文字列置換

 多言語母語の日本語学習者横断コーパス（Ｉ－ＪＡＳ）
 インポートのみで変換は行っていない

 ＢＮＣ（British National Corpus）コーパス
 ＸＳＬによる変換

 ＴＥＤ字幕テキスト
 ＸＳＬによる変換＋外部スクリプト

• リンク先のページでは，変換手順を解説しています

• 変換の仕組みは解説していませんが，興味のある方は試してみ
てください

https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C6%FC%CB%DC%B8%EC%BD%F4%CA%FD%B8%C0%A5%B3%A1%BC%A5%D1%A5%B9+%28COJADS%29%A4%CECSV%A5%C7%A1%BC%A5%BF%A4%CE%CD%F8%CD%D1
https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/I-JAS%A5%D7%A5%EC%A5%A4%A5%F3%A5%C6%A5%AD%A5%B9%A5%C8%A4%CE%CD%F8%CD%D1
https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/BNC%A5%B3%A1%BC%A5%D1%A5%B9%A4%CE%CD%F8%CD%D1
https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/TED%BB%FA%CB%EB%A5%C6%A5%AD%A5%B9%A5%C8%A4%CE%CD%F8%CD%D1


テキストエディタで正規表現置換
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 処理のイメージをつかむため，テキストエディタで置換してみます

私 名詞,代名詞
の 助詞,連体化
名前 名詞,一般
は 助詞,係助詞
太郎 名詞,固有名詞
です 助動詞,*

変換前： (.+?)¥s+(.+?),(.+)¥n
変換後： <m pos1="$2">$1</m>

配布資料/etc/test_regex.txt

 サクラエディタ
［検索］→ ［置換］

 ｍｉ
［検索］→ ［検索／置換ダイアログを表示］

¥sは，空白文字やタブ
¥nは，改行
$1は，一つ目の( ) にマッチする文字列



日本語諸方言コーパス（ＣＯＪＡＤＳ）
ＣＳＶデータの利用
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◼ Ｅｘｃｅｌでの表示

◼ サクラエディタでの表示

01_b_099.csv

https://www2.ninjal.ac.jp/cojads/index.html?targ=data


正規表現置換を用いた
『ひまわり』用ＸＭＬへの変換
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 変換前と変換後のデータ

 変換規則ファイル（配布資料/htd/cojads_sample.htd）

xmin,xmax,県,地点,file番号,地点ID,ID,話者,方言テキスト,標準語テキスト,データ名,収録年月日,...
0,2.226625,北海道,中川郡豊頃町,1,b,1,A,トシクレート ユーノワ マー,歳末と いうのは （Ｆ：まあ）,ふるさとことば集
成,1978年 10月 20日,豊頃町牛首別二宮生活館,佐藤亮一・江川清・田原広史・井上文子,,1907年,71歳,男,年中行事，昔
の生活の様子,小野米一,自然談話,,,,,,,,,

<utterance xmin="0" xman="2.226625" ken="北海道" chiten="中川郡豊頃町" ....>
<standard>歳末と いうのは （Ｆ：まあ）</standard>
<dialect>トシクレート ユーノワ マー</dialect>

</utterance>

## ver.20210224
## 最初の行を削除
^xmin.*¥n aa
## 残りの行
(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.
*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?),(.*?)¥n <utterance xmin="$1" xmax="$2" ken="$3" chiten="$4" file_bango="$5" 
chiten_id="$6" id="$7" washa="$8" hogen_text="$9" hyojungo_text="$10" data_mei="$11" shuroku_nen="$12" 
shuroku_basho="$13" henshu_tantosha="$14" hogen_check="$15" washa_seinen="$16" washa_nenrei="$17" 
washa_seibetsu="$18" wadai="$19" shuroku_tantosha="$20" danwa_genre="$21" chu1_bango="$22" chu1_gokei="$23" 
chu1_chushaku="$24" chu2_bango="$25" chu2_gokei="$26" chu2_chushaku="$27" chu3_bango="$28" chu3_gokei="$29" 
chu3_chushaku="$30">                    ¥n<standard>$10</standard>                         ¥n<dialect>$9</dialect>              
¥n</utterance>¥n

黄色い部分はタブ文字。この前後が変
換前・変換後の置換規則となる

01_b_099.csv



インポート時の正規表現置換の概要
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 正規表現による文字列置換を利用
 正規表現は，Java （クラス Pattern） に準ずる

 変換規則
 『ひまわり』フォルダ/resources/htdに変換規則ファイルを配置

 変換規則の形式
変換前文字列（正規表現） タブ文字 変換後文字列

 規則の適用
 １入力ファイル全体（改行を含め）を一つの文字列と考える

 変換規則を上から順に適用する

http://docs.oracle.com/javase/jp/7/api/java/util/regex/Pattern.html


実際に変換してみる
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① 配布資料/htd/cojads_sample.htdを
『ひまわり』フォルダ/resources/htdにコピー

② CSV データ Ver.2021.01の配布ページから，好みのファイル（複数可）をダウンロー
ドし，配布資料/htd/COJADS_TEST フォルダにコピーしてください。その際，ファイル
名末尾（拡張子）の .csv を .txt にしてください。

② 配布資料/htd/COJADS_TEST フォルダを
『ひまわり』にドラッグ＆ドロップして，インポート

 「テキスト変換」オプションは，cojadas_sample.htdを選択
 同梱データは， 01_b_099.csv から５行引用したもの

③ 配布資料/htdフォルダから，次のファイルをコピー

 config_COJADS_TEST.xml ⇒ 『ひまわり』フォルダへ

 xsltフォルダ ⇒
『ひまわり』フォルダ/Corpora/COJADS_TESTフォルダへ

④ ［ファイル］→ ［コーパス選択］で COJADS_TEST を選択

⑤ ［ツール］→ ［構築］→ ［インデックス生成］を実行

https://www2.ninjal.ac.jp/cojads/index.html?targ=data


ブラウザ表示用の設定
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 各資料の xsltフォルダ

 XSLTとCSSの定義ファイル

 COJADS_TESTの場合

 cojads_sample.xsl （XSL変換による XML→HTML変換規則）

 cojads_sample.css （Cascade Style Sheet）

• XSL, CSS 共に標準規格なので，参
考資料の入手は容易

• 各資料の xsltフォルダを参照して
みてください



アノテーション結果の集計
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◼ 発話数

 一覧機能（ユーザ入力）で付
与されたタグの情報を閲覧

◼ 発話文字数（標準語）

集計後，「standard」列のデータをどれか一つ選択
して，［編集］→合算で「長さ」を合算する

◼ 発話文字数
（話者別・標準語）

集計機能の詳細は，「利用者マニュアル」参照

https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%CD%F8%CD%D1%BC%D4%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB/1_6/%A3%B6%A1%A5%A5%A2%A5%CE%A5%C6%A1%BC%A5%B7%A5%E7%A5%F3%C6%E2%CD%C6%A4%F2%BD%B8%B7%D7%A4%B9%A4%EB


おわりに
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 全文検索システム『ひまわり』チュートリアル（作成中心）

 『ひまわり』の紹介と基本的な使い方

 テキストデータのインポートと形態素解析

 『ひまわり』用データの構造と人手アノテーション

 自動アノテーション（自動形式変換）

 さらに詳しく知るには

 『ひまわり』ホームページの各種資料

 『ひまわり』用各種パッケージや変換パッケージ

 スクリプトによるテキスト処理の知識があれば，直接ＸＭＬ形式に
変換する方法もあり
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参考資料



参考：『ひまわり』用パッケージの構造
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 日本語話し言葉コーパス（サンプル）の場合

 次の構造のフォルダを作成し，zipで圧縮

Himawari_CSJ_sample

config_csj_sample.xml

.himawari_package_info

Corporaフォルダ

CSJ_SAMPLE

Corpora/CSJ_SAMPLE
config_csj_sample.xml

隠しファイルの表示
（ Windowsの場合）
Explorerの「表示」→「隠しファイル」

（ macOSの場合）
［command］+［shift］+ 「.」

.himawari_package_infoの内容

コピーしたいファイルとフォルダ
を列挙する

もちろん中身も
入れる

詳細は，「設定ファイルリファレンスマニュアル」参照

https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%A5%EA%A5%D5%A5%A1%A5%EC%A5%F3%A5%B9%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB#aff0b1a0


参考：変換規則でよく使う正規表現
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 () は，マッチした文字列を記憶

 「.」は任意の一文字

 「+」は，前接する文字の１回以上の繰り返し

 「?」はマッチングの処理を最短で行う

 $1, $2 は，マッチした文字列を展開する。番号は，マッチした
位置を表す

 ¥p{InCJKUnifiedIdeographs}は，１文字の漢字を表す



各種設定ファイル＆参考資料
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 『ひまわり』関連
 利用者マニュアル

 設定ファイルリファレンスマニュアル

 ビデオチュートリアル

 ＸＳＬ関連
 サンプルで覚えるXSLTプログラミング

 XSLTスタイルシートの基礎の基礎

 スタイルシート入門 （CSS）

 正規表現関連
 Java正規表現の使い方

 Java Pattern クラス

https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%CD%F8%CD%D1%BC%D4%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB/1_6
https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%C0%DF%C4%EA%A5%D5%A5%A1%A5%A4%A5%EB%A5%EA%A5%D5%A5%A1%A5%EC%A5%F3%A5%B9%A5%DE%A5%CB%A5%E5%A5%A2%A5%EB
https://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?%C1%B4%CA%B8%B8%A1%BA%F7%A5%B7%A5%B9%A5%C6%A5%E0%A1%D8%A4%D2%A4%DE%A4%EF%A4%EA%A1%D9/%A5%D3%A5%C7%A5%AA%A5%C1%A5%E5%A1%BC%A5%C8%A5%EA%A5%A2%A5%EB
https://www.atmarkit.co.jp/fxml/tanpatsu/xslt/xslt01.html
https://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/0108/24/news002.html
http://www.webword.jp/cssguide/
https://www.javadrive.jp/start/regex/
https://docs.oracle.com/javase/jp/8/docs/api/java/util/regex/Pattern.html

